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～「２０２４大戸川ダムフェス」を開催しました～

11月24日(日)、大鳥居骨材置場にて、「２０２４大戸川ダムフェ

ス」を開催しました。これは、一般の方に事業区域の雰囲気を体感し

てもらい、感じたことや今後大戸川ダムに望むことなどを聞き取り、

ダム周辺整備やダムをきっかけとした周辺地域の活性化の検討の参考

にするための社会実験として、昨年に引き続き実施したものです。

当日は、周辺地域の皆さんに加え、県内外からも大勢の方にご来

場いただき、一般来場者・スタッフ等関係者合わせて前回を上回る

約600名の参加で賑わいました。

「２０２４大戸川ダムフェス」の様子

黄瀬営農組合
〔地元特産品の販売〕

牧女性会「ブーケ」

▲ダム上・下流地域から出展いただいたブース▲

〔地元特産品の販売〕

龍谷大学吹奏楽部

▼音楽ステージ▼
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◆大戸川ダムの進捗状況（令和6年11月末時点）

▲
イマココ

 ダムサイト右岸で地質調査を行う調⑧～⑪は、資機材を運搬するモノレールの仮設作業を実施してお

り、このうち調⑪では、仮設作業を終えてボーリング調査を開始しました。

 ダムサイト河床付近で地質調査を行う調⑫～⑭は、現場着手に向けて準備を進めています。
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 ダムサイトの地質の総合的な解析を行う設⑩

では、工①で掘削が完了した調査横坑（R-1

坑）に入り、壁面の観察・写真撮影・スケッ

チを実施しました。

 これをもとに横坑内部の展開図を作成し、

ボーリング調査だけでは分からないダムサイ

トの詳細な地質状態の分析に活用します。

▲工①の2つ目の調査横坑（R-2坑）の掘削開始時の様子▲
（岩盤に到達するまでは発破ではなく、ブレーカー、バックホウといった重機で掘削します。）

 工①の1つ目の調査横坑（R-1坑）では、11月８日に予定延長の70ｍまで到達しました。その後、

坑内を観察しやすいよう、壁面を洗浄する作業などを行って現地作業を完了しました。

 R-1坑より40ｍほど下流側にある2つ目の調査横坑（R-2坑、予定延長60ｍ）では、11月18日よ

り掘削を開始し、11月末時点で15ｍ地点まで掘り進みました。

 工②では、左岸の急斜面で実施する調査横坑（L-2坑）の掘削に向け、資材搬入用の索道の設置など、

現地での準備作業を実施しています。また、右岸高標高部にある調査横坑（R-3坑）の掘削箇所でも、

支障となる木の伐採など、準備作業を行っています。

横坑掘削する面を重機で1mほど掘削 最初の支保工を設置 さらに重機で掘削
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